





















期に Herbert Spencerや John Stuart Millなど多くの知識人と親交を持ち、公私









オットの『フロス河の水車場』（The Mill on the Floss, 1860）のMaggie Tulliver























































































































































































（struggle between good and evil）というフレーズについてはマードックの著書
『道徳への指針としての形而上学』（1992）に書かれた次の一文を連想せずには






























































































































































……」（119, 185）で始める講話の中で鐘に言及しているが、Antonia S. Byattは
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